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　M的　一峻食＆に

り兪ぷし，可祖え雄f ぐ飼有^ h と屍亀脱毛．贋3､々耳・ふクローぞ等,・光過敏症を観

卑･ft.本研変,f ニ沁ろの光過敏症の丿-n，=･ズ｀Aを解明f ふKめ,こランドP,βヵヽ菜漬粉末

を堵牟 I.,　衆照射レり軋血Jt, 虹漿の暑棟ま^乙劈:的波査穿ち-jKこ死tl前・ツヽ，I-・組

喬学的腫雪口そ7 て波討＼.r<．
　む

トウ豪鎚ラット･こ締ぶレ．卜川時闇，照農z万Uの可複光線rでヽレヽ．2 e 閉飼t レ凡

眼断頭樟畝□n 14 虹座　幼漿＼ タ紅レ, aん日質タ画．逗剱了$ ノ妖．脂｜政光

解咳，(r 0 T, 々PT,しvH，Aeイの遠杜寄り駒|走しH。^仇．≪^昧．狗肉，贋拡}

^ H£梁色t行i,屈叙f 哨iて検詞レ飢

　秘策　kAヽ菜漬追加飼料気叔弁レ, 光収知^ふと-7 ットI 1時閑以り（不奏n Tf･)．倹

頭観　背部に奮闘rfjf 塊ダ々4 ^，i ～＆時閤程泉ひ全叉政-tレh. 麦湯敏症ラットでほ

血靖f ,レづりン・,減夕，f ｰｸﾞ'ロアリンの噌加，・0 T, ・p H 帰性の僧軋M一P庫裡の

池゛A'｀みろれ負．電解質で,t椅らsJo.と私，変動が々られ政．陥質政府で/*, 皿靖呪t-ん

都の過酸化託吸め槽加が観廉^れ瓦．贋3､及あ哺は，組織り匹工雙の即時型Tレ･レぞ

一扨炎の像が銀幕iiKfi。^■ft猿騰潜め高鳶のう．血所^jiヽろ5t湛敏症．敗因,影　一撞り

てアフ・ﾌ吸シーショッ7 と推寿,2 収ゐ．

　A－17　必n viAo．無酵素系X"のし千ナー､いヽらレ手ノ- ルの生成

　　　　大阪雄蔭女一大学芸　o造本和子飯守三郎

　　　　樟蔭東女短大　　　壷井輝子

　a 的　し手ナー､しをK OH、LiA叫で処理するししヂノー/しに転換するじヽう報告が｀

あi,。今回、-L記の処理のIわ^-&生機の水素による処理石おこない、この転換について検

討した。

　か法　エ1ししンマイV-フうスコに5-ma ／ml の/5-:iiエーテ､し溶凌3 ml 乞入れ、次の(|)、

（2）の条件下に2S‘C、｜～3日間佻mした。(I) 発生梼の水禽系(フラスコ内でのZn.＋(0

%比S 叫による）。（2) 3．1の30% K 0 H7K溶疲を入れた尽およびこれに酸あまたは水素

ザスを在｡填、叡栓した盈合系。また（3）ﾋ:･- ウー中T"し千ナー1しの工手1レエーテ､し溶浚に

UAIH4S. 5分間作m芝せれ。以上の反刄後、溶液乞分岐漏斗に移しべじゼンで分離しT か

ら濃縮した。次にこの濃縮液i.TL.C （Kce^eμ、無螢光）で分離し、Rf物質にｰ）いn c

P反応、吸光度溌叱(イソフ､［］/＼ノ-/し溶疲）. および遭顕による検索乞おこな、rこ。

　肺粟(|）での葛生機の水素系では、I 0後のものて｀もRf 0.13物質はc P・ｊ呆青色で｀吸

収極大が32fS～328 。i.?n.＼こあり、シリカゲルはし千ノ- Iしに特異的ま螢梵乞発した。（2）

30χ Ｋ 0 H水溶庭^入れてりヽら、水素または酸素刀ヽヽχ乞茫虞、唸栓し限混合系のうち、３

９後のい

た。いヽし^･が｀ら、シリカゲ･しで明らりヽなし冷ノ-Iし螢乾はみられな｀りヽ-, tz。(3) LrAIH4

によるR 千〇.I X 0.l4物粕まC P・嘩青色で、高､度の吸収極大ｳり2’5 ク.wtにあI)、リ戸7

ゲ･しは強いし手ノ-1し螢光乞祗し化。J人上りヽら（り、（2）によるし手ナールカヽらし令ノ-Iレヘ

の転換を確認で寺た')＼＼、KO川による転換は螢顕的It. 13:明らりヽで｀れ･ヽ-､Tz.。




